
施策 重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者の評価

「豊かな心」の育成

①道徳教育の推進
②いじめ等の未然防
止、早期発見、早期
対応に向けての組織
的な取組の推進
③不登校の児童生
徒やその保護者へ
の支援体制の充実
④体験活動等の実
施

・人との関わりを大切にする心
の育成
・不登校対策の実施
・出前授業等の積極的活用
・研修等による教職員の意識向
上

・年２回、いじめアンケートの実
施
・いじめアンケートの項目の見
直し
・不登校対策支援員の活用
・出前授業や体験授業等の積
極的活用
・年３回、人権研修会の実施
・３年生で環境体験学習、５年
生で自然学校を実施する。

・全国学力・学習状況調査児童質問
紙「自分にはよいところがある」の項
目において、肯定的に回答した児童
の割合が85％以上
・不登校傾向にある児童に対し、個に
応じて支援する。
・教職員アンケート「本校の人権教育
の推進は、適切に行えているか。」の
項目において肯定的に回答した割合
が85％以上

B

・全国学力・学習状況調査児童質問紙「自分にはよ
いところがある」の項目において、肯定的に回答し
た児童の割合が88.9％であった。
・教職員アンケートによると児童への対応、保護者
への対応ともに丁寧に努めている。
・児童アンケートによると「悩みがあったときに先生
に相談する」と回答した児童が66.5％と、低かった。
・令和７年度の不登校児童数はが７名となり、前年
度と同数である。
・不登校児童の安心できる居場所づくりとしてサ
ポートルームの実働が始まった。２名の利用があ
り、運用面で様々な課題はあるが、登校に結びつ
いている。
・ケース会議や報告会を取ることで、職員同士の情
報共有ができている。
・教職員アンケート「本校の人権教育の推進は、適
切に行えているか。」の項目において肯定的に回
答した割合が100％だった。

・週1回の連絡会での児童の様子の共有、
月1回の生活指導部会での児童の様子の共
有を継続し、引き続き学校全体で児童を育
む。
・不登校児童の状況を全職員で共有し、支
援する。サポートルームの運用方法を定期
的に確認し、必要があれば改善していく。ま
た、それに加えて児童に応じた個別の支援
についても併せて検討していく。
・いじめについて引き続き積極的に認知し、
解決や未然防止に努める。
・いじめ関連のニュース記事やSNSでの関心
の高さから、3学期にいじめアンケート3回目
を実施して、現状の把握を行った。
・児童アンケートの「悩みがあるときに先生
に相談」という言葉を、「だれか」に変更し、
何かあったら一人で抱え込まず誰かに相談
できるようにする。
・引き続き、職員での人権研修会を行ってい
く。

・サポートルームの運営の仕方につい
ては、他校との情報交換の場が必要で
ある。

「健やかな体」の育
成

①児童生徒の体力
向上の促進
②魅力ある部活動の
推進
③発達段階に応じた
健全な食育の推進

・学校園・家庭・地域と連携した
発達段階に応じた運動の指導
の創意工夫及び授業改善
・運動やスポーツの習慣化を狙
いとしたICTの積極的な活用
・学校園全体での健康教育の
推進
・食育の推進

・「豊かなスポーツライフを継続す
る資質や能力を育成する」ために
年間指導計画の見直し、体育授業
における安全の確保、楽しく体を動
かす時間の確保をする。
・「体力・運動能力向上を図る態度
を育成する」ために自身の体力や
運動能力について把握させ、伸び
を実感させる。教育活動全体を通
して、体を動かすことの楽しさや心
地よさを味わわせる。
・委員会活動を通して、食育への
意識を高めていく。

・年間指導計画を見直し、指導要領にお
ける身に付けるべき力が獲得できるもの
かつ、楽しく運動に親しむ内容になってい
るかを見直す。
・スポーツテストを通して、自身の運動能
力を知ることや、より運動への意欲が向
上するよう取り組む。今年度は全校生実
施があたっており、その意義や良さにつ
いて全学年が実感できるよう取り組む。

A

・教職員アンケートでは、①「主運動の前にストレッ
チやサーキット運動を実施し、柔軟性・体力の向上
や動きの技能の獲得に努めている」②「体育授業
中に十分な運動量を確保している」③「安全に配慮
した授業設計になっている」④「評価規準を設け
て、適切に評価している」において９５％の教師が
できていると答えている。
・スポーツテストでは市の平均、全国平均を上回る
結果となった。
・運動習慣をつけるために、大繩の練習回数や最
高記録を下足室に張り出すなど、「みんなでジャン
プ」を活用した取り組みを行った。
・放送委員が給食に関する放送を行ったり、環境委
員が牛乳パックの片づけ方を知らせたりして児童
への食への関心を高められるようにした。

・外遊びを今まで以上に推奨していくた
めに、教師も子どもたちと積極的に外で
関わるよう努める。
・ここ数年、スポーツテストの結果が全
国平均や市内平均を上回っている。こ
れを継続させるために、子どもたちが運
動の楽しさを感じられたり運動習慣が
ついたりする取り組みを行っていく。
・今後も委員会活動等を通して、食への
意識を高めていく。

・昔は地域や保護者の方と一緒に給食
を食べる行事や、異学年交流の一環で
あるバラ園給食もあった。機会があれ
ば、また取り組んでほしい。
・違う学年や隣のクラスとの交流給食も
行う価値がある。

・キャリアパスポートの活用
・S.C.やS.S.W.との連携

・キャリア教育の充実
・S.C.による年2回のカウンセリ
ングマインド研修の実施
・カウンセラーだよりの発行
・S.C.やS.S.Wとの情報共有

・教職員アンケート「児童に正しい職
業観・勤労観を身に付け、仕事や働く
ことの大切さを教えている」項目にお
いて肯定的に回答した割合が８５％
以上
・児童用アンケート「働くことの大切さ
について教えてくれる」の項目におい
て肯定的に回答した割合が８０％以
上
・不登校児童の学校への復帰および
教育支援センターへの出席

B

・教職員アンケート「児童に正しい職業観・勤労
観を身に付け、仕事や働くことの大切さを教えて
いる」項目において肯定的に回答した割合が１０
０％であった。
・児童用アンケート「働くことの大切さについて教
えてくれる」の項目において肯定的に回答した割
合が９１．４％であった。
・年３回、児童にキャリア・パスポートを記入さ
せ、児童の課題意識や目標を持たせることがで
きた。
・S.Cと児童に関する情報を共有し、不登校支援
や生活指導を行った。
・SSWを含む関係機関が参加するケース会議を
実施した。

・本年度だけではなく、前年度のふ
り返りの時間を設けるなど、児童が
「成長」を感じる活用の仕方を工夫
する。
・子ども家庭センター、警察、医療
機関等との連携を深め、専門機関
から講師を招聘した研修会を実施
する。

・PDCAサイクルを機能させ、キャリア・
パスポートを生かすとよいと思う。

・児童の実態把握に基づいて
個別の支援計画等を作成し、
適切な対応を行う。
・それぞれの子どもの、校内支
援体制を確立する。
・教員の専門性の向上を図る。

・特別支援学級在籍児童保護
者と年２回以上の情報交換会
を実施する
・個別の支援体制を整える。
・通常学級に在籍する配慮を要
する児童の特性や支援につい
て月１回の校内委員会や年２
回の校内研修会等で交流を行
う。
・年１回以上特別支援教育参観
（授業公開）を実施する。
・コンサルテーションや巡回相
談の実施等、関連機関と積極
的に連携する。

・教職員アンケート「個別の指導計画
や引継ぎに基づき指導方法を工夫
し、児童一人ひとりの教育的ニーズ
に応じた指導に努めている」の項目
において肯定的に回答した割合が８
５％以上

A

・６月になかよし２者懇談会、３月にお別れ会を実
施し、年２回の場を持ち保護者との交流を深める
ことができた。
・算数科を中心に支援体制を整えることができ
た。
・通常学級に在籍する配慮を要する児童の特性
や支援について、月１回の校内委員会や校内研
修会等で交流することができた。
・放課後等に通級担当教員との連絡会をもうける
ことができた。
・教職員アンケート「個別の指導計画や引き継ぎ
に基づき指導方法を工夫し、児童一人ひとりの
教育的ニーズに応じた指導に努めている」等の
項目において肯定的に回答した割合が１００％
だった。
・コンサルテーションや巡回相談等、関連機関と
積極的に連携をとることができた。

・月１回の校内委員会等で、児童の特
性や支援について交流するとともに、配
慮を要する児童についての具体的な手
立ても交流する場を持つ。
・校内研修会を充実させ、教職員の専
門性を高めていく。
・通級についての理解を深め、学習内
容等について共有できるよう努める。
・関連機関と積極的に連携をとってい
く。
・年度初めに支援が必要な児童につい
て把握し、月１回の校内委員会で支援
体制が適切か見直していく。

・校内授業研究会の充実

・校内研修の充実

・全学年１本の校内授業研究会
の実施
・事前研・事後研究会を工夫す
る。
・全教職員が話し合い活動を取
り入れた授業公開を行う。
・自主研修会「まなべる」を実施
する。

・教職員アンケート「授業方法につい
て互いに学び合い授業力向上に努
めている」の項目において肯定的に
回答した割合が９０％以上
・全教職員の一人一授業完全実施
・年６回以上の自主研修会「まなべ
る」の実施 B

・教職員アンケート「校内外での研修を積
極的に行い、学んだことを実践にいかせ
ている」の項目において肯定的に回答し
た割合が９５．４％であった。
・校内授業研究では全学年が授業を公
開し、みんなで子ども達の様子や、授業
について話し合うことができた。
・今宮信吾先生を講師に迎え、３回の校
内研修を実施することができた。
・一人一授業が計画的に行えなかった。

・来年度も引き続き”対話”をテーマ
に研究を行い、話し合いだけではな
く、それらが深い学びへとつながっ
ていくことが実感できるような授業
づくりについて研修を積む。
・校内の研修会を充実させると共
に、外部での研究会のアナウンス
を行い、教職員の学びの場をしっか
り確保する。

・怒鳴り声や大きな声が苦手だったり、
そのような声に敏感だったりする子ども
が増えていると感じる。
・教員の研修（アンガーマネジメントや
児童との接し方など）も定期的に行い、
教職員の心構えも振り返ってほしい。
・授業研究だけではなく、普段からお互
いに声をかけあえる環境や関係づくりを
して、教職員同士で、チェックしあえる
場になってほしい。

・学校運営協議会の定期開催
と内容の充実
・地域ボランティア等の活動の
活性化
・土曜学習の充実

・学校運営協議会開催につい
て、会長やCSコーディネーター
との事前打ち合わせ実施
・地域を巻き込んだ教育活動の
実施
・地域ボランティア等の活動の
周知
・土曜学習コーディネーターと
の協力体制づくり

・校外探検の見守り、清掃指導、九九
学習サポート等での地域の方の協力
・地域ボランティアの活動をHPや学
校だよりを通して周知
・年７回の土曜学習と漢検・算検・英
検の実施 B

・学校運営協議会の会長と連携をとり、地域
を巻き込んだ教育活動を実施することができ
た。（ex.校外探検の見守り、清掃活動、九九
学習サポーター、卒業前奉仕活動）
・コーディネーターを中心に、近隣高校とタイ
アップした土曜学習を開催したり、漢検・算
検・英検を実施したりした。
・学校HPや学校だよりで、地域を巻き込んだ
教育活動や土曜学習について周知した。
・教職員の学校運営協議会や土曜学習の取
り組みへの認知度が低い。
・PTAの組織体制の見直しが道半ばである。

・学校運営協議会やPTAと教職員と
が連携して活動する場を模索して
いく。
・児童にも地域の一員であるという
自覚を持たせる活動に取り組む。

・人員を確保した体制をとり、働き方改
革などを行うべきだ。
・働き方改革のしわ寄せが、地域との
連携などに表れてくると思う。
・PTAが弱体化してきて、学校運営協議
会や地域への押しつけが来ているよう
に感じる。

・防災訓練・防犯訓練
・危機管理意識の高揚
・安全な環境の整備
・清潔で活動しやすい環境の整
備

・年間を通して、計画的、定期
的な訓練の計画実施により、教
職員の共通理解を図る。
・児童への事前指導の徹底
・登下校の安全と安全指導の
工夫改善
・自転車安全教室の実施
・1年生の交通安全教室の実施
・月１回の安全管理点検
・安全研修会の実施
・積極的な清掃活動の実施

・ノー会議デー、定時退勤日の
完全実施

・教職員アンケート「緊急時対応マ
ニュアルを作成し、組織的な対応が
できるよう準備している。」の項目に
おいて肯定的に回答した割合が９
０％以上
・児童・保護者アンケート「学校は、地
震や火事・不審者から自分を守る方
法を指導している」の項目において肯
定的に回答した割合が９０％以上
・児童・保護者アンケートで学校施設
の使いやすさを問う項目において、
肯定的に回答した割合が８０％以上

・教職員アンケート「業務改善を行っ
ている」「教職員の働き方について改
善を行っている」の項目において肯
定的に回答した割合９０％以上

A

・アンケート「緊急時の対応について理解
している」肯定的回答の割合は、教職員
100％、保護者97％、児童97.9％
・児童・保護者アンケート「学校は学習の
場として活動しやすい環境が整っている」
肯定的回答の割合は、保護者98.5％、児
童98.2％。
・年度初めに｢安全研修会｣を持ち、全教
職員が児童の安全への意識をより高め
た。

・教職員アンケート「業務改善を行ってい
る」肯定的回答の割合は95.6％
・「教職員の働き方について改善を行って
いる」肯定的回答の割合は100％
・学期に1回、業務改善委員会を開き、職
員の働き方や学校のルールなどについ
て話し合い、実践することができた。

・目標にしていたアンケート項目の
数値は昨年度より上回っているの
で、日々の指導を継続する。
・環境整備や安全指導は今後も継
続的に取り組む。

・業務改善に全職員で取り組むこと
ができた。今後も互いに意識し、継
続していく。

・カラーコース別下校に集団下校の要
素も取り入れて取り組んでほしい。異学
年交流の場を持ったあと、そのまま集
団下校をするのもよい。
・カラーコース別下校や集団下校の時
に、通学路に立つなどの協力は地域も
できる。
・子どもたちは通学路を正しく知ってい
るのか？定期的に確認する機会も必要
なのではないか。

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

次年度に向けた重点的な改善点
組織体制を見直し中であるPTAと、学校・地域との連携について協議していく。
児童の対話力の向上、対話を通した自己実現を目指し、教育活動を展開していく。
前例踏襲ではなく、前年度よりも、よりよい学校づくりを目指して取り組んでいく。

①対話を通した深い学びの実現　②あたたかい学級づくり　③協働的な風土を持つ教職員　④開かれた学校づくり　⑤「未来」につながる教育活動の推進

実施施策の目標

「確かな学力」の育
成

①授業改善
②誰一人取り残さな
い取組
③学校・家庭・地域
の
連携
④情報活用能力の
育成
⑤英語教育の充実
⑥デジタル化の促進

・主体的、対話的に深く学ぶ態
度を育てる
・「対話的な学び」の視点からの
授業づくりに取り組む
・話す・聞く力を鍛える
・学習習慣の定着を徹底する
・外部人材の活用

・ＩＣＴを活用する等、児童の興
味関心を高める活動を取り入
れた授業の実施

・児童の英語のコミュニケーショ
ン能力と英語学習への意欲の
向上

・国語科「話す・聞く」単元のカリ
キュラム内容を意識して「対話
タイム」の内容を工夫し、話し合
うためのスキルを身につけさせ
る。
・「話し合い」活動を取り入れた
授業の提案を全職員が行う。
・校内研究会の事後研修で、成
果と課題を職員で交流する
・外部人材との連携・協力を進
める。

・授業においてICT機器を活用
する。
・外国語をはじめ、各教科の学
習においてｉＰａｄ等、ＩＣＴ機器を
積極的に活用する。

・外国語のデジタル教科書を３
年生以上の授業で活用する。
・学校行事と照らし合わせ、適
宜ＡＬＴの追加派遣を申請して
活用する。

・教職員アンケート「対話を意識した
授業づくりができた」の項目において
肯定的に回答した割合が９０％以
上。
・児童アンケート「授業は、分かりや
すく楽しい」の項目、「先生は、教え方
に工夫している」の項目において肯
定的に回答した割合が９０％以上。
・児童アンケート「話し合い等で自分
の意見を言うことが出来る」の項目に
おいて肯定的に回答した割合が８
０％以上。
・全学年が年一回は外部人材と連携
した授業を計画・実施する。

・教職員アンケート「ICTを活用した授
業作りに努めている」の項目におい
て肯定的に回答した割合が90％以上
・児童アンケート「調べ学習や家庭学
習でタブレットを活用することができ
ている。」の項目において肯定的に回
答した割合が90％以上

・外国語のデジタル教科書を３年生
以上の８割以上の授業で活用する。
・ＡＬＴの追加派遣を学期に１回程度
申請して活用する。

A

・研究アンケート「対話を意識した授業づくり
ができた」の項目において肯定的に回答した
割合が９５．５％であった。
・児童アンケート「授業は、分かりやすく楽し
い」の項目において肯定的に回答した割合が
９１．４％、「先生は、教え方に工夫している」
の項目において肯定的に回答した割合が９
６．３％と両項目において高かった。
・児童アンケート「話し合い等で自分の意見を
言うことが出来る」の項目において肯定的に
回答した割合が７５．７％であった。
・全国学力・学習状況調査児童質問紙の対話
に関する項目「自分と違う意見について考え
るのは楽しいと思いますか」や「学級の友達と
の間で話し合う活動を通じて、自分の考えを
深めたり、新たな考え方に気づいたりすること
ができていますか」などの項目において、肯
定的に答えた回答した割合が全国平均よりも
かなり高かった。
研究テーマである”対話”を意識した授業が定
着しつつあるが、子どもたちの対話スキルの
定着に関してはまだ不十分である。

・教職員アンケート「ICT機器を授業に生かせ
た。」において肯定的な回答が90％以上とな
り、職員が積極的にICT機器を授業などで活
用できていることがわかった。また「情報モラ
ル教育に取り組むことができた。」でも９０％
以上肯定的な回答であり、職員の意識の高さ
が見られた。
・児童アンケート「調べ学習や家庭学習でタブ
レットを活用することができている。」において
肯定的な回答が９０％を超えており、タブレッ
ト端末の活用が定着してきている。また保護
者アンケケートの項目でも昨年度より肯定的
な回答が増え、家庭でもICTの活用が進んで
いる。
・外国語の授業では、デジタル教科書を毎時
間活用した授業を行うことができた。
・ＡＬＴの追加派遣は、毎学期１回以上の追加
要請ができ、児童と触れ合う機会が増えた。

・話す・聞く力のスキル向上のた
め、引き続き、週に１度朝学習の時
間を使って対話トレーニングを取り
入れる。また、話す聞く単元の系統
表を作成し、スキルが積みあがるよ
う対話トレーニングを工夫していく。

・職員、児童ともにICT機器の活用
については目標を達成できた。だ
が、タブレット端末を使った問題行
動は起きているので、今後も子ども
の実態に合わせた情報モラル教育
に取り組んでいく。また機器の更新
などもあったため、来年度は機器の
使い方や情報モラル教育の研修会
を行い、教師のICT活用活用力を向
上させていく。

・話す聞くスキルはとても大切で、中学
でも生かされる力だから、小学校でしっ
かりと鍛えてほしい。特に鈴原小学校
の児童は、どの中学校においても少数
になる場合が多いので、思ったことを
しっかり言える力を身につけてほしい。
・自分の思いを伝えられないことが不登
校につながることもあると思うので、自
己肯定感を持って、思いが伝えられる
ようになってほしい。

・家でもタブレットを活用して課題の提
出や音読カードなどに取り組んでいる
姿がある。夏の課題である絵日記も写
真を撮り、タブレットで提出していた。活
用が進んでいる姿が見られるとともに、
子どものスキルも上がっている。
・家庭でのタブレットの使い方は、家庭
でしつける必要がある。
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学校関係者評価総括
学校・家庭・地域が連携し、三者の参画と協働で学校力をアップさせ、今後も子どもたちの成長を見守っていく。
コロナ禍や教職員の働き方改革等で見直されてきた行事等について、より意義のあるものにしていけないか考えていく。

重点目標

教育目標 「つながり」いっぱい　だれもが行きたくなる学校　～言葉をつなぎ、心をつなぎ、学びを未来につなげる子どもの育成～
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学
校
教
育

教職員の資質向上

①研修等の充実

教育相談・支援体制の充
実

①キャリア教育の推進
②スクールカウンセラー・ス
クールソーシャルワーカー
の活用
③教育相談の充実

特別支援教育の推進

①伊丹特別支援学校の活
性化
②特別支援教育の充実

学校を支える組織体制の
整備

①コミュニティ・スクールの
充実
②地域と学校の連携・協働
体制の構築

安全・安心な教育環境の
充実

①学校園防犯訓練・防災教
育の充実
②子どもの安全対策の推進
③交通安全対策の推進
④学校園施設の整備・維持
保全
⑤学校における働き方改革
の推進

キャリア教育・特別支援

特別支援

研究

安全・管理職

管理職

研究

情報

外国語

生指・道徳・人権

食育・体育


